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fdr-212 / デブリ-212 

段階： Design 

廃炉プロセス 「燃料デブリ取り出し」 

  検討対象 「構造健全性」 

    課題 「系統設備・エリアの健全性確保」 

ニーズ 

1. 系統設備・エリアを設置したい。 

燃料デブリ取り出し：【中期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 燃料デブリ取り出しを実施するための系統設備（コンテナ・作業用セル、機器及び装置類含

む）を適切に設置・運用するために、現在の環境状況を把握することが望まれる。 

⚫ システムに係る系統設備（負圧管理システム、冷却に関するシステム、臨界管理システム、そ

の他の計測システム等）を適切に設置・運用するために、各々のシステムの機能要件を満たす

とともに、全体システムとしての系統設備の実現方法を確立することが望まれる。 

理想に対する現状 

⚫ 今後、燃料デブリ取り出しは試験的取り出し（2 号機）、段階的な取り出し規模の拡大（2 号

機）、取り出し規模の更なる拡大（1／3 号機）のマイルストーンが設定されており、試験的取

り出しについては 2021 年内の開始が予定されていたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響、

2022 年 2 月より楢葉遠隔技術開発センターにおいて実施しているモックアップ試験や 2 号機現

場の準備工事の状況等を踏まえ、取り出し作業の安全性と確実性を高めるために工程を見直

し、2024 年度 8 月に着手されている。各取り出し作業時には、取り出し装置や安全システム等

が製作・設置される予定である。 

解決すべき課題 

⚫ 試験的取り出しにおいては、建屋内の環境改善及び取り出し装置の製作と設置が主たる準備と

なる。一方で、段階的な取り出し規模の拡大においては、燃料デブリ取り出し設備のみなら

ず、安全システム（閉じ込め、冷却維持、臨界管理等）、燃料デブリの一時保管設備、メンテ

ナンス設備を設置する必要がある。さらに、取り出し規模の更なる拡大においては、1 号機及び

3 号機に対して、2 号機で得た教訓等を反映して系統設備を設置していく必要がある。 

参考文献 

• 廃炉中長期実行プラン 2024、東京電力ホールディングス株式会社、2024 年 9 月 27 日 

o https://dd-ndf.s2.kuroco-edge.jp/files/user/pdf/strategic-

plan/book/20240927_SP2024FT.pdf 
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• 廃炉中長期実行プラン 2020、東京電力ホールディングス株式会社、2020 年 3 月 27 日 

o https://www.tepco.co.jp/decommission/information/newsrelease/reference/pdf/2020/1h/

rf_20200327_1.pdf 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2019、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2019 年 9 月 9 日 

o http://www.dd.ndf.go.jp/jp/strategic-plan/book/20190909_SP2019FT.pdf 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ・炉内構造物の取り出し工法・システムの高度化（燃料デ

ブリ由来のダストの捕集・除去に関する技術開発）」 

o http://irid.or.jp/_pdf/20180000_13.pdf 

o http://irid.or.jp/wp-content/uploads/2018/06/20170000_10.pdf?v=2 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ・炉内構造物の取り出し基盤技術の高度化」 

o http://irid.or.jp/_pdf/20180000_14.pdf 

o http://irid.or.jp/wp-content/uploads/2018/06/20170000_09.pdf?v=2 

o https://dccc-program.jp/files/20190711_ONET.pdf 

o https://dccc-program.jp/files/20190716_HAMAMATSU.pdf 

• 廃炉・汚染水対策事業「燃料デブリ・炉内構造物の取り出しに向けた技術の開発（燃料デブリ

取り扱い技術の開発、燃料デブリ取り出し作業時の安全確保に関わる技術開発）」 

検討されている研究課題 

• 特になし 

2. 系統設備・エリアの長期健全性を確保したい。 

燃料デブリ取り出し：【中期】 

望ましい状態とその理由 

⚫ 系統設備を長期に亘り維持するために、システムに用いる配管や作業用セル等の腐食や放射性

微粒子等による影響を把握したうえでの長期的な寿命予測や防食対策が望まれる。 

理想に対する現状 

⚫ 廃炉・汚染水対策事業では系統設備の連続監視システムの検討を実施しており、日々のデータ

の蓄積から長期的な健全性評価にもつながると考えられる。 

解決すべき課題 

⚫ 健全性を維持するために、海水に起因する腐食を含め既設・新設を問わず広範囲に検討し、対

策を講じるべき機器・時期を特定し、経年変化に対する備える必要がある。 
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参考文献 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2023、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2023 年 3 月 30 日 

o https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/plan/pdf/20230330.pdf 

• 東京電力ホールディングス㈱福島第一原子力発電所の廃炉のための技術戦略プラン 2019、原子

力損害賠償・廃炉等支援機構、2019 年 9 月 9 日 

o http://www.dd.ndf.go.jp/jp/strategic-plan/book/20190909_SP2019FT.pdf 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• R1 年度英知「微生物生態系による原子炉内物体の腐食・変質に関する評価研究」 

o https://jopss.jaea.go.jp/pdfdata/JAEA-Review-2020-047.pdf 

検討されている研究課題 

• 特になし 

関連する課題 

➢ デブリ-303「安全機能の継続的な維持・確保」 


